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 ２月１，２日に県内私立高校の入試、７，８日には公立高校の特色、推薦、

スポーツ文化推薦の選抜検査が行われました。本校からは、これまで合わせて

延べ６０名の生徒が受験（検）をしました。また、２月上旬には県内私立高

校、県立高校特推スポ文の入試結果が発表され、本校３年生の４０％にあたる

生徒が「合格許可予定者通知」を手にしました。さらに３年生は、義務教育最

後の定期テスト（学年末テスト）を２月２１日（水）、２２日（木）に行い、

３月６日（水）、７日（木）に行われる県立高校一般入試へと向かっていきま

す。１，２年生は２月２９日（木）、３月１日（金）に学年末テストを行います。 

これから３年生は卒業式に向けて、１，２年生は修了式に向けて、それぞれの学年で

「有終の美」を飾るために学年の締めくくりをしていきましょう！ 

「有終の美を飾る」とは、「物事をやりとおし、最後を立派に仕上げること」という意味です。この言葉のごとく、

３年生は義務教育の締めくくりとして、堂々とした素晴らしい

卒業式が行えるように、１，２年生は気持ちよく現学年を終え

て次に進むための修了式が行えるように東中学校全員で「有終

の美」を飾りましょう！  
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校長 竹中 正博 

令和５年度の締めくくりを！ ～有終の美を飾ろう～ 

 

 

 

＊行事予定はやむを得ず変更する可能性があります。その

際は、その都度お知らせをいたします。 

 

★東中ＨＰも 

ご覧ください。→ 

令和５年度学校評価のまとめ 
裏面に「令和５年度学校評価」のまと 

めを掲載しました。保護者の皆様、学校 

運営協議会委員の皆様には学校評価にご 

協力いただき、ありがとうございました。 

学校ではこの結果をもとに「学校改善 

委員会」を開き、多方面から協議・検討 

を行いました。評価の結果を真摯に受け 

止め、その内容を次年度の学校経営に反映させていきたいと思い

ます。 

今回の結果から分かることとして以下のことが挙げられます。 
 

・生徒の「家庭学習の定着」において生徒自身、保護者、教職員、

学校関係者とも大きな課題と考えている。 

・「わかりやすい授業づくり」の項目では、保護者の肯定的な回答

の割合が教員および生徒の割合よりも非常に低く、授業改善の

取組が保護者にあまり伝わっていないことが明らかになった。 

・保護者は学校と家庭・地域との連携に物足りなさを感じている。 

・「学校や社会の決まり・マナーを守る」の項目において、ほとん

どの生徒が肯定的な回答をしているが、保護者は約半数が肯定

的に捉えていない。生徒の意識と、保護者や教師の認識の差が鮮

明となっている。 

・保護者は教師の誠実な対応や情報発信、また生徒が楽しい学校

生活を送っていることについて高く評価している。今後もこれ

らの良さについては大切にしていきたい。 
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※
　
表
中
の
％
(
パ
ー
セ
ン
ト
)
は
各
質
問
項
目
に
対
す
る
肯
定
的
な
回
答
を
得
た
割
合
で
す
。

※
　
評
価
（
Ａ
～
Ｄ
）
は
、
各
質
問
項
目
の
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
が
Ａ
：
7
5
％
以
上
　
Ｂ
：
5
0
％
以
上
　
Ｃ
：
2
5
％
以
上
　
Ｄ
：
2
5
％
未
満
と
し
て
い
ま
す
。

1
0
学
校
は
、
交
通
安
全
や
防
災
・
防
犯
へ
の
指
導
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

(
生
徒
は
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
)

1
1
学
校
は
、
教
育
活
動
や
生
徒
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通
信
等
で
適
切
に

伝
え
て
い
る
。

生
徒
に
は
質
問
項
目
な
し

1
2
学
校
は
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

8
学
校
は
、
教
育
活
動
を
通
し
て
生
徒
の
夢
を
育
む
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

(
生
徒
は
夢
を
持
っ
て
い
る
)

9
生
徒
は
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
友
達
に
接
し
、
協
力
し
て
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

6
学
校
は
、
「
い
じ
め
問
題
」
や
「
ト
ラ
ブ
ル
」
な
ど
に
親
身
に
な
っ
て
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

7
学
校
は
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
誠
実
に
対
応
し
て

い
る
。

4
学
校
は
、
学
校
や
社
会
の
決
ま
り
・
マ
ナ
ー
を
守
る
指
導
に
努
め
て
い
る
。

(
生
徒
は
学
校
や
社
会
の
決
ま
り
を
守
る
)

5
学
校
は
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

(
生
徒
は
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
生
活
す
る
)

2
学
校
は
、
I
C
T
機
器
や
そ
の
他
の
工
夫
を
し
て
、
分
か
り
や
す
い
授
業
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
(
生
徒
は
学
習
内
容
が
だ
い
た
い
わ
か
る
)

3
生
徒
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

1
学
校
は
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
や
学
校
の
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
推
進
に
努

め
て
い
る
。
(
生
徒
は
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
意
識
し
て
い
る
)
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